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さ
て
、
地
域
医
療
連
携
室
は
、
平
成
17
年

２
月
に
更
な
る
業
務
の
機
能
充
実
を
図
る

べ
く
、「
総
合
案
内
」「
地
域
医
療
連
携
室
」

「
外
来
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
三
者
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
〝
総
合
的
な
窓

口
〞
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
ご
紹
介
患

者
様
は
も
と
よ
り
、
外
来
患
者
様
の
案
内
、

誘
導
、
円
滑
な
受
診
・
受
検
の
実
現
を
目
指
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
対

応
と
、同
時
並
行
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
日
々
心
が

け
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に
今
一
度
〝
地
域
医
療
連
携
室
〞
の
業

務
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
又
、
地
域
医
療
機
関
の
先
生
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、今
号
で
は
連
携
室
の
業
務
を
一
部
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、〝
地
域
医
療
連
携
室
〞
で
は
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
病
院
内
・
外
の
集
約
的
な
窓
口
と
し
て
、
診
療
を
始

め
、教
育
・
研
究
な
ど
に
関
し
ま
し
て
、病

診
連
携
と
い
う
立
場
で
調
整
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
主
な
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
今
ま
で
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に
従
来
通
り

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
の
点
は
お
電

話
に
て
対
応
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
ご
紹

介
医
や
ご
紹
介
患
者
様
の

ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
柔

軟
な
姿
勢
で
お
応
え
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
ま
し
て
、

上
記
に
も
述
べ
ま
し
た
よ

う
な
「
総
合
案
内
・
受
診
相

談
」
を
設
け
、
患
者
様
の
ご

要
望
に
即
時
対
応
を
心
が

け
る
と
共
に
、
本
年
４
月

よ
り
法
令
化
さ
れ
ま
し
た
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
伴
い
、総

合
窓
口
に
お
き
ま
し
て
、個
人
情
報
保
護
の
ご
相
談
も
承
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、配
慮
不
足
や
情
報
不
足
の
点
な
ど
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
患
者
様
・
医
療
機
関
の
先
生
方
と
の
信
頼
関
係
を
よ

り
一
層
強
固
な
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●思いやりの心

●ブリッジ・ザ・ギャップス
●患者さんの権利の尊重
●信頼の医療に向けて
●地球にやさしい環境づくり

①省資源・省エネルギー
②廃棄物の減量化
③リサイクルの推進
④安全性・快適性の推進
⑤環境広報活動の推進
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■ 開業
　昭和30 年現在地の西約100 メート
ルの所で夜間開業をしました。この
辺りは東寺（教王護国寺）の南側で古
い町並みで、木造の家屋が多く人情
も豊かでした。そして昭和33 年に現
在地で本格的に開業いたしました。
■ 診療科目
　開業は一般内科を標榜として、午

前と夜間は宅診、午後は往診の時間
でいつも2～ 3軒のお宅を往診、診察
して廻りました。その当時は結核患
者が多かったように記憶しておりま
す。現在は食生活も良くなり結核患
者は減りましたが、その代わりに高
血圧、糖尿病等の疾患が増えてきた
ように思います。いずれにせよ高齢
化が進んできたこともあり、患者の
訴えをよく聞いて的確な診断を下す
ように心がけております。開業医の
中では古参になりましたが医師会の
会合にはできるだけ出席して、新し
い医療に遅れないよう努力いたして
おります。
■ 微生物学に入局
　昭和 24 年熊本大学を卒業後、直ち
に京都大学第三内科に入局して内科
学を勉強（主に心臓）後、続けて京都
府立医大微生物学教室で「麻疹ビー
ルスの免疫学的研究」の学位論文を
提出、受理される。
■ 校医生活
　京都市立塔南小学校の校医を約 30
年勤め、また同時に京都府立鳥羽高
校の校医も勤めさせていただきまし
たが、水球が強くスポーツ系の学校
だけあって、礼儀正しい生徒が多く

感心いたしました。
■ 武田病院グループへ
　駅前の康生会武田病院は近いことも
あって、外科、泌尿器科等によく患者
さんを紹介して、的確な診断、素早い
対応、適切な治療をいただきまして患
者さんからも納得して喜んでいただい
ております。いずれにしても専門医の
判断を求めるのは大切なことですから、
これからもご指導のほどよろしくお願
い申し上げる次第です。

●◆PET-CT の可能性◆●
PET の導入により、消化器の病気も極
めて診断しやすくなりました。普通
のCT とは違い、発見される病気が多
くなってきています。
当初は正常なものまで映り、異常が
あっても区別がつきにくいという問
題がありましたが、最近はこの点が
改善され異常なもののみを読み取る
ことがより可能になりました。CT や
M R I では発見できなかった異常が、
PET で見つかることが増えており、食
道から胃、大腸にかけての消化管の
疾患においても効率を上げています。
管腔臓器の場合、内視鏡で検査をし
て病変を発見していますが、PET でま
ず「何かがそこにある」ことを確認し
てから内視鏡を施行するとより確実
になりますし、PET-CT においては、
PET と CT の画像を重ね合わせて解析
することで、異常のある場所やその
質までを識別できるようになりまし
た。これにより悪性腫瘍の発見率は

高まっていますので、あとは画像処
理技術がより高度なものになってい
けば飛躍的に腫瘍の発見率は伸びる
でしょう。

●◆PET-CT の利点◆●
P E T では体内にブドウ糖を注射する
ことで、ブドウ糖が多く集まってく
るがんの場所を特定しますから、細
胞の種類が正常とは違うことが分り
ます。細胞の働きを利用しているの
で、少し違った働きをしている部分
が見えてくるのがPETの利点です。異
常なブドウ糖の取り込み方をしてい
る部分があれば、そこに何らかの異
常があるのではないかと考えられる。
これまでのCT では、腫瘍の突出や細
胞の変形など、その形で捉えていた
のに比べ、PET は観察の方法が違うた
め、正常でないものを見つけること
が容易なのです。

●◆PET-CT 検査で早期発見◆●
P E T 検査を受ければ全身のがんが分
かります。1cm 程度の腫瘍は全身の臓
器で発見が可能です。もちろん大腸
ポリープなども発見できますし、胃
がんの浸潤範囲なども判別できます。

●◆負担のない検査◆●
最近、胃がんは早期発見の増加とと
もに、内視鏡でがんを除去して治す
ことが主流となっています。そのほ
か、深くに進行していないがんなら

内視鏡で取り除くことが可能になっ
ており、外科的手術を必要としない
例も増えています。PET で異常があれ
ば胃カメラの検査をするという流れ
が良いでしょう。現在、PET 検査は比
較的高価ですから、利用者が増えれ
ば一般的な検査になり、近い将来、
P E T 検査を最初に行う日が来ると思
います。一年に一度PET検査をするよ
うになれば特に効果的でしょう。

●◆消化器内科トピックス◆●
カプセル内視鏡が開発され、一部の
病院では試験的に実施されています。
カメラの付いた小さなカプセルを飲
み、体内を撮影して回るというもの
です。現在は口からのファイバース
コープによる内視鏡検査と、大腸か
らの内視鏡検査で調べますが、その
間にある小腸を検査することが難し
い。これからカプセル内視鏡を使う
ことで、小腸の病変が注目されるよ
うになると思います。お腹が痛いと
いう主訴でも、これまでの胃や大腸
に加え小腸も診られるようになるで
しょう。
また、難病のクローン病にTNFαの抗
体を注射する画期的な治療法ができ
ました。この抗サイトカイン療法は
保険適応にもなっています。副作用
もあり誰にでも適応するわけではあ
りませんが、副作用に注意しながら
採用していくことになると思います。
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PET/CT検査は、PET単独検査よりも診断能が高いことが証明されました

図1

図8：冠動脈石灰化 図6：非定型肺抗酸菌症の症例

図 2：検診で見つかった早期肺癌例

図4：検診で検出された甲状腺癌の症例

図7

林田 孝平
（はやしだ　こうへい）
武田病院画像診断センター

センター長

日本医学放射線学会専門医、日
本核医学学会認定医、日本脳卒
中学会認定医、第一種放射線取
扱主任者、医学博士
1975年、三重県立大学医学部卒
業。長崎大学医学部、国立長崎中
央病院、県立広島病院の放射線
科医としての研修を経て、79年
国立循環器病センターに勤務。
90 年に米国保健研究所に留学、
PET研究を始める。
SPECT、PETに関して200を超え
る論文を発表。89年には第27回

日本核医学会賞を受けている。

図3：検診で径1cmの乳癌を検出した症例

　「PET

」と
い
う
の
は
、ポ
ジ
ト
ロ
ン(=

P)

・
エ
ミ
シ
ョ

ン(=

E)

・
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ(=

T) 

（
陽
電
子
放
出
断
層

撮
影
法
）
の
こ
と
で
す
。
放
射
能
を
つ
け
た
薬
剤
（
放
射

性
薬
剤
）
を
注
射
し
て
、
薬
剤
が
集
ま
っ
た
部
位
を
体
の

外
か
ら
検
出
し
ま
す
。PET

の
放
射
性
薬
剤
は
、
ま
ず
陽

電
子
を
放
出
し
ま
す
。
陽
電
子
は
、
近
く
の
陰
電
子
と
結

合
し
、新
し
い
光
を
出
し
そ
れ
を
体
外
か
ら
計
測
し
画
像

化
し
ま
す
。
我
々
の

セ
ン
タ
ー
で
は
、
い

ち
早
くPET/CT

装
置

を
導
入
し
ま
し
た

（
図
１
）。
こ
のCT

の

役
割
は
２
つ
あ
り
ま

す
。ひ
と
つ
は
、CT

画

像
を
取
る
た
め
で
、

も
う
一
つ
は
、
放
射

性
薬
剤
が
体
の
ど
こ

か
ら
で
て
き
た
の
か
、

体
の
外
で
検
出
さ
れ

る
ま
で
に
ど
の
く
ら

い
弱
ま
っ
て
い
る
か

（
吸
収
補
正
）を
調
べ
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、従
来
は
、

弱
い
放
射
能
を
体
の
周
り
に
回
し
て
体
の
吸
収
補
正
を
し

て
い
ま
し
た
が
、CT

撮
像
に
よ
り
時
間
が
驚
異
的
に
短
縮

で
き
、従
来
の
約
半
分
の
時
間
で
検
査
が
で
き
ま
す
。

　
武
田
病
院
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
は
、昨
年
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
て
、本
年
６
月
で
千
五
百
例
を
超
え
る
患
者
さ
ま

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。検
査
に
来
て
い
た
だ
い
た
方

は
、PET

よ
り
もPET/CT

の
認
知
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、当
然
で
し
ょ
う
が
、PET

よ
り
もCT

を
知
っ

て
い
る
方
が
多
く
、PET

がCT

と
同
じ
よ
う
な
機
械
で
あ

る
こ
と
が
、
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
検

査
の
時
間
は
、
放
射
性
薬
剤
を
注
射
し
て
１
時
間
安
静

後
、
約
20
分
程
度
の
検
査
で
す
。

　
さ
て
、PET

検
査
は
、
ブ
ド
ウ
糖
に
よ
く
似
た
物
質
に

放
射
能
を
つ
け
た
フ
ル
オ
ロ
デ
オ
キ
シ
グ
ル
コ
ー
ス

（FDG

）
と
い
う
放
射
性
薬
剤
を
使
っ
て
検
査
を
し
ま
す
。

ブ
ド
ウ
糖
の
代
謝
が
盛
ん
な
部
位
を
探
し
出
し
て
、癌
を

見
つ
け
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
癌
が
正
常
の
組
織
に
比
較

し
て
ブ
ド
ウ
糖
の
代
謝
が
６-

８
倍
高
い
こ
と
に
基
づ
く

も
の
で
す
。

　
現
在
、
保
険
適
応
が
あ
る
の
は
、
肺
癌
（
図
２
）、
乳
癌

（
図
３
）、
大
腸
癌
、
頭
頚
部
癌
（
図
４
）、
脳
腫
瘍
、
膵
臓

癌
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
転
移
性
肝
癌
、
原
発
不
明
癌
、
悪

性
黒
色
腫
の
10
種
類
の
癌
と
て
ん
か
ん
と
虚
血
性
心
疾
患

で
す
。現
在
ま
で
の
保
険
適
応
は
642
例
で
疾
患
別
比
率
を

示
し
ま
す
（
図
５
）。
今
後
、
食
道
癌
、
婦
人
科
癌
へ
の
保

険
適
応
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、PET/CT

の
先
進
国
で
あ
る
米
国
か
ら
、PET

単

独
＋CT

画
像
とPET/CT

の
診
断
比
較
の
論
文
が
多
く
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
診
断
能
が
平
均
で
10
％
向
上
、

頭
頚
部
癌
で
は
20
％
向
上
と
結
論
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

別
の
機
会
に
と
っ
たCT

検
査
で
は
、PET

の
異
常
部
位
を

全
く
同
じ
ス
ラ
イ
ス
で
得
ら
れ
ま
せ
ん
し
、頭
頚
部
の
よ

う
に
小
さ
な
解
剖
単
位
の
正
確
な
癌
の
広
が
り
の
診
断
が

予
後
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
の
で
、PET/CT

が
必
須
で

す
。
ま
た
胃
癌
、
原
発
性
肝
癌
な
ど
はPET/CT

で
もPET

単
独
同
様
に
集
積

し
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、

PET/CT

の
形
態
画

像
が
助
け
に
な
り

ま
す
。
ま
た
炎
症

で
も
癌
と
同
様
に

代
謝
は
亢
進
し
ま

す
の
で
、
放
射
性

薬
剤
が
集
積
し
た

病
変
に
つ
い
てCT

情
報
が
大
い
に
役

立
つ
場
合
も
あ
り

ま
す
。非
定
型
肺
抗
酸
菌
症
と
い
う
肺
の
炎
症
病
変
もCT

所
見
に
て
診
断
で
き
ま
し
た（
図
６
）。ま
た
、米
国
のPET

市
場
で
は
、
10
台
の
う
ち
８
〜
９
台
がPET/CT

に
な
っ

て
い
ま
す
。米
国
の
医
療
現
場
が
誤
診
を
防
ぐ
た
め
の
診

断
装
置
を
熱
烈
に
探
し
て
い
る
状
況
で
し
ょ
う
。

　
検
診
に
お
い
て
も

PET/CT

検
査
が
有
用
で

す
。PET/CT

検
査
で
検

診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

PET
部
分
で
約
26
％
、CT

部
分
で
約
65
％
の
人
に

異
常
を
認
め
、
全
く
正

常
だ
っ
た
方
は
、
約
10

％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
（
図
７
）。
ま
た
、

PET

異
常
の
う
ち
６
割

の
方
は
な
ん
ら
か
の
精

査
が
必
要
で
し
た
。
こ

の
う
ち
、
5.7
％
（
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
の
1.5
％
）
が
早

期
癌
と
診
断
さ
れ
、
早
速
治
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た

CT

異
常
の
う
ち
３
割
の
方
は
な
ん
ら
か
の
精
査
が
必
要
で

し
た
。
こ
の
う
ち
半
数
は
、
心
臓
を
養
う
冠
動
脈
の
石
灰

化
で
し
た
（
図
８
）。
検

診
全
体
か
ら
み
れ
ば
、約

１
割
に
冠
動
脈
の
石
灰

化
を
認
め
ま
し
た
。

PET/CT

の
検
査
お
受
け

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、心

筋
梗
塞
の
危
険
を
未
然

に
防
い
だ
症
例
も
経
験

し
ま
し
た
。

　PET

の
検
査
で
、
癌
の

早
期
診
断
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
少
し
ず
つ

知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。ま

た
、PET/CT

の
検
査
は
癌
の
検
出
能
が
高
く
な
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
心
臓
の
病
気
を
検
出
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
心
配
の
被
曝
は
、FDG

の

薬
とCT

の
検
査
に
よ

る
も
の
で
す
が
、

我
々
のCT

検
査
は
、

通
常
よ
り
電
流
を
低

く
設
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
曝
量
も
低

く
抑
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
検
診
の

方
で
も
安
心
し
て
検

査
を
受
け
て
い
た
だ

け
ま
す
。

3333322222

が
ん
観
光
診
断
の
す
す
め

●
薬
剤
の
分
布
を
体
の
外
か
ら
「
光
」
で
診
断

　
核
医
学
と
は
薬
剤
に
標
識
し
て
体
外
か
ら
追
跡
し

病
気
を
診
断
す
る
方
法
で
す
。こ
の
よ
う
に
、核
医

学
は
体
の
中
の
薬
剤
の
分
布
を
体
の
外
か
ら「
光
」

で
診
断
し
ま
す
。観
光
と
い
う
言
葉
は
、文
明（
光
）

を
観
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。PET/

CT

は
、
核
医
学
診
断
と
と
も
に
、X

線CT

に
よ
る

画
像
に
よ
り
放
射
線
診
断
も
で
き
ま
す
。そ
こ
で
、

PET/CT

に
よ
る
癌
の
診
断
を「
が
ん
観
光
診
断
」と

呼
ぶ
こ
と
に
し
て
、京
都
に
親
し
み
の
あ
る
こ
の
言

葉
を
使
っ
て
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
従
来
型
の
人
間
ド
ッ
ク
よ
り
も
、わ

れ
わ
れ
が
提
案
す
る
「
が
ん
観
光
診
断
」
は
、
早
期

発
見
に
よ
り
、早
期
治
療
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、

武
田
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
で
はPET/CT

を
活
用
し
、

治
療
方
針
の
判
断
材
料
と
な
る
精
度
の
高
い
画
像
を

提
供
し
、
先
進
の
医
療
技
術
を
広
げ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

●TOPIC

（
武
田
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
）

　
武
田
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
を
親
し
み
や
す
い

TOPIC

（Takeda 
Oncologic 

Positron
Imaging Center

）
と
呼
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。TOPIC

で
「
が
ん
観
光
診
断
」
を
行
う

医
療
の
新
し
い
光
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

PET/CT装置FDG-PET 検査の保険診療の適応疾患（図5）

適応疾患名　　　　　件数　　比( ％)
肺がん 142 22.1
原発不明がん 123 19.1
大腸がん 67 10.2
頭頚部がん 81 12.6
悪性リンパ腫 90 14.0
乳がん 38 5.9
転移性肝がん 24 3.7
膵がん 48 7.5
脳腫瘍 3 0.5
てんかん 0 0
虚血性心疾患 25 3.9
悪性黒色腫 1 0.2
合計 642 100.0


